
1　
選
定
の
理
由

ア　
「
十
八
史
略
」
に
つ
い
て

　
こ
の
単
元
の
ね
ら
い
を
達
成
す
る
た
め
に
、「
十
八
史
略
」
が
適
切
な
教

材
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
理
由
は
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

⑴
漢
文
初
学
者
が
音
読
、
現
代
語
訳
、
内
容
読
解
を
す
る
の
に
、
一
話
一

話
の
分
量
が
手
ご
ろ
で
あ
る
。

⑵
基
本
句
形
の
頻
出
、
分
か
り
や
す
い
テ
ー
マ
と
簡
要
に
し
て
的
確
な
表

現
に
よ
っ
て
漢
文
訓
読
の
基
礎
を
確
認
し
な
が
ら
、
応
用
力
を
養
う
こ

と
が
で
き
る
。

⑶
中
国
の
歴
史
の
要
点
を
具
体
的
に
手
際
よ
く
案
配
し
収
め
て
あ
る
た
め
、

中
国
の
歴
史
の
大
体
が
理
解
し
や
す
い
。

⑷
混
乱
し
た
乱
世
を
舞
台
に
、
登
場
す
る
人
物
は
そ
れ
ぞ
れ
躍
動
的
・
個

性
的
・
独
創
的
で
多
彩
を
極
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
（
個
人
）
の
生
き
方

や
考
え
方
・
創
造
性
を
学
ぶ
こ
と
は
、
自
分
の
生
き
方
を
主
体
的
に
考

え
た
り
確
か
め
た
り
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

⑸
テ
ー
マ
が
分
か
り
や
す
く
登
場
人
物
が
多
種
多
彩
で
魅
力
的
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、「
登
場
人
物
を
紹
介
す
る
」
と
い
う
言
語
活
動
に
際
し
、

人
物
選
定
が
し
や
す
く
伝
え
た
い
魅
力
が
発
見
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
自
分
の
生
き
方
も
投
影
し
や
す
い
と
い
え
よ
う
。

〇
「
十
八
史
略
」
の
各
教
材
に
つ
い
て

　
こ
こ
に
採
っ
た
教
材
は
、
時
代
は
異
な
る
が
、
そ
こ
に
活
躍
す
る
人
々

（
個
人
）
の
行
動
は
生
徒
の
興
味
を
わ
き
立
た
せ
、
そ
れ
が
漢
文
を
読
む
こ

と
へ
の
興
味
へ
と
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
戦
国
時
代
に
生
き
る
「
説
客
」
の
心
理
や
郭
隗
の
弁
舌
や
説
得
術

の
巧
み
さ
を
描
い
た
逸
話
、「
先
従
隗
始
」
を
取
り
上
げ
た
。
次
に
、
戦
国

時
代
と
い
う
下
剋
上
の
乱
世
に
、
巧
み
に
鄙
諺
を
用
い
て
六
国
の
君
主
を
説

得
し
各
国
を
動
か
し
た
遊
説
家
・
蘇
秦
の
逸
話
、「
鶏
口
牛
後
」
を
採
録
し

た
。
続
い
て
、
春
秋
時
代
と
い
う
混
乱
の
世
に
あ
っ
て
も
、
斉
の
桓
公
を
五

覇
の
一
人
に
し
た
名
宰
相
・
管
仲
と
管
仲
の
才
能
を
認
め
て
支
え
続
け
た
鮑

叔
と
が
信
頼
し
合
う
姿
を
描
き
出
し
た
故
事
、「
管
鮑
之
交
」
を
取
り
上
げ

た
。
最
後
に
、
春
秋
時
代
の
南
方
の
地
、
呉
と
楚
、
二
国
の
君
主
の
抗
争
を

小
説
的
に
描
い
た
逸
話
、「
臥
薪
嘗
胆
」
を
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
ら
は
み
な

よ
く
知
ら
れ
た
逸
話
で
、
そ
の
内
容
展
開
の
お
も
し
ろ
さ
や
時
代
概
観
、
漢

文
特
有
の
力
強
い
簡
潔
な
表
現
・
登
場
人
物
の
人
生
観
（
人
間
観
）
な
ど
を

十
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
指
導
者
に
は
、
語
法
（
句
形
）

に
あ
ま
り
深
入
り
し
な
い
授
業
展
開
を
望
む
。
当
然
、
何
回
も
音
読
さ
せ
漢

文
の
口
調
に
も
慣
れ
さ
せ
て
ほ
し
い
。
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史
伝

教
材
の
ね
ら
い



イ　
「
古
典
に
関
す
る
文
章
」
に
つ
い
て

　
古
典
に
関
す
る
文
章
に
つ
い
て
は
、
史
伝
の
読
み
を
広
げ
た
り
深
め
た
り

す
る
こ
と
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
い
う
視
点
で
考
え
、
選
択
し
た
。
ま
た
、

史
伝
の
中
に
出
て
く
る
話
と
関
連
す
る
内
容
の
も
の
が
学
習
し
や
す
い
だ
ろ

う
と
も
考
え
た
。
そ
こ
で
、「
臥
薪
嘗
胆
」
の
話
を
も
と
に
し
た
「
中
国
英

傑
伝
」
の
一
節
が
適
切
と
考
え
採
択
し
た
。
史
伝
の
登
場
人
物
が
「
中
国
英

傑
伝
」
で
は
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
史

伝
の
読
み
も
広
が
り
深
ま
る
に
ち
が
い
な
い
。

〇
「
中
国
英
傑
伝
」
に
つ
い
て

　
海
音
寺
氏
の
「
中
国
英
傑
伝
」
は
、「
臥
薪
嘗
胆
」
の
話
を
も
と
に
、
そ

の
話
の
中
心
人
物
、
伍
子
胥
の
伯
嚭
に
対
す
る
思
い
を
丁
寧
に
分
か
り
や
す

く
情
感
的
に
描
い
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
「
思
い
」
が
よ
く
理
解

で
き
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
「
思
い
」
は
裏
切
ら
れ
、「
臥
薪
嘗
胆
」
教
材

に
あ
る
よ
う
に
、
伍
子
胥
は
伯
嚭
に
裏
切
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
夫
差
か
ら

自
害
を
言
い
渡
さ
れ
る
。
こ
の
残
酷
な
人
間
模
様
が
漢
文
に
は
短
い
文
で
赤

裸
々
に
語
ら
れ
る
。
そ
こ
で
「
中
国
英
傑
伝
」
と
「
臥
薪
嘗
胆
」
の
二
つ
を

読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、「
臥
薪
嘗
胆
」
教
材
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

　「
十
八
史
略
」
教
材
の
中
か
ら
、
魅
力
的
な
人
物
を
探
し
出
し
、
そ
の
人

物
の
「
魅
力
を
紹
介
す
る
」
と
い
う
言
語
活
動
は
、「
読
む
こ
と
」
に
関
す

る
力
を
身
に
付
け
確
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
そ
の
目
的
が
あ
る
。
な
の
で
、

こ
の
言
語
活
動
に
よ
っ
て
漢
文
教
材
の
読
解
が
広
が
る
ば
か
り
か
、
自
分
の

も
の
の
考
え
方
な
ど
も
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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2　

指
導
の
ね
ら
い
（
漢
文
教
材
の
学
習
す
べ
き
内
容
一
覧
表
）

先
従
　

隗
始

レ

⑴
　
音
読

⑵
　�

学
習
す
べ
き

基
本
句
形

⑶
　
歴
史

⑷
　
内
容
読
解

⑸
　
内
容
読
解
の
た
め
の
キ
ー
・
セ
ン
テ
ン
ス

範
読
・
追
い
読
み
・
黙

読
・
一
斉
読
み
・
円
陣
読

み
・
一
人
読
み
・
朗
読

使
役
形

抑
揚
形

反
語
形

戦
国
時
代
の
概
略

⒜
昭
王
の
も
の
の
見
方

⒝�
戦
国
時
代
に
生
き
る
「
説
客
」

の
心
理

⒞
郭
隗
の
弁
舌
の
巧
み
さ

⒜�

誠
得
　

賢
士
　

与
共
　

国
、
以
雪
　

先
生
之
恥
、

孤
之
願
也
。

⒝�

於
　

是
、
昭
王
為
　

隗
改
─

築
宮
、
師
─

事
之
。

於
　

是
、
士
争
趨
　

燕
。

⒞�

今
王
必
欲
　

致
　

士
、
先
従
　

隗
始
。

二

一

レ

二

一

レ

レ

二

一

二

一

レ

レ

レ

レ

レ
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鶏
口
牛
後

管
鮑
之
交

範
読
・
追
い
読
み
・
黙

読
・
一
斉
読
み
・
円
陣
読

み
・
一
人
読
み
・
朗
読

使
役
形

比
較
形

選
択
形

「
戦
国
の
七
雄
」
の
概
略

「
合
従
連
衡
」
策
の
概
略

⒜�「
西
向
」
の
具
体
的
な
内
容

⒝�

蘇
秦
の
説
得
の
巧
み
さ

⒜�

莫
　

若
　

六
国
従
親
、
以
擯
　

秦
。

⒝�

寧
為
　

鶏
口
、
無
　

為
牛
後
。
於
是
六
国
従
合
。

レ

二

一レ

二

一

レ

一

範
読
・
追
い
読
み
・
黙

読
・
一
斉
読
み
・
円
陣
読

み
・
一
人
読
み
・
朗
読

受
身
形

使
役
形

春
秋
時
代
の
概
略

⒜�

管
仲
の
三
つ
の
行
動
に
お
け
る

鮑
叔
の
評
価
と
そ
の
理
由

⒝�

管
仲
が
鮑
叔
に
、
鮑
叔
が
管
仲

に
懐
く
心
情
の
ま
と
め
と
、
管

仲
と
鮑
叔
の
人
物
像
に
つ
い
て

の
描
き
方
。

⒜
①�

嘗
与
鮑
叔
賈
。
…
鮑
叔
不
　

以
為
　

貪
。

知
　

仲
貧
　

也
。

　
②�

嘗
謀
　

事
窮
困
。
鮑
叔
不
　

以
為
　

愚
。
知
　

時
有
　

利
不
利
　

也
。

　
③�

嘗
三
戦
三
走
。
鮑
叔
不
　

以
為
　

怯
。
知
　

仲
有
　

老
母
　

也
。

⒝�

管
仲
→
鮑
叔�

＝
生
　

我
者
父
母
、
知
　

我
者
鮑

子
也
。

　
鮑
叔
→
管
仲
＝
①
…
鮑
叔
不
　

以
為
　

貪
。

　
　
　
　
　
　
　
②
…
鮑
叔
不
　

以
為
　

愚
。

　
　
　
　
　
　
　
③
…
鮑
叔
不
　

以
為
　

怯
。

　
　
　
　
　
　
　
④�

桓
公
九
─

合
諸
侯
、
一
─

匡

天
下
、
皆
仲
之
謀
。

二

一レ

二

一

レ

二

一レ

三

二

一

二

一レ

三

二

一

レ

レ

二

一レ

二

一レ

二

一レ

二

一

二

一
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臥
薪
嘗
胆

範
読
・
追
い
読
み
・
黙

読
・
一
斉
読
み
・
円
陣
読

み
・
一
人
読
み
・
朗
読

使
役
形

疑
問
形

呉
楚
の
興
亡

⒜�

①
夫
差
が
「
臥
薪
」、
②
句
践

が
「
嘗
胆
」
す
る
に
至
っ
た
経

緯
と
、
そ
の
結
果

⒝�

夫
差
が
句
践
に
敗
れ
た
二
つ
の

理
由

⒜
①�

呉
伐
　

越
。
闔
廬
傷
而
死
。
…
「
夫
差
、

而
忘
　

越
人
之
殺
　

而
父
　

邪
。」
…
夫
差

敗
　

越
于
夫
椒
。

　
②�

越
王
句
践
、
以
　

余
兵
　

棲
　

会
稽
山
、
請
　

為
　

臣
妻
為
　

妾
。
…
「
女
忘
　

会
稽
之
恥
　

邪
。」

⒝
①�

太
宰
伯
嚭
受
　

越
賂
、
説
　

夫
差
　

赦
　

越
。

　
②�

太
宰
嚭
譖
　
子
胥
恥
　
謀
不
　
用
怨
望
。
夫
差

乃
賜
　

子
胥
属
鏤
之
剣
。

レ三

二

一

二

一
二

一

二

一

二

レ

一レ

二

一

二

一

二

一

レ

下

二

一レ

上

二

一



3　
単
元
の
目
標

　
目
標
に
つ
い
て
は
、
別
表
「
単
元
の
目
標
一
覧
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

4　
評
価
規
準
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学
習
指

導
要
領

と
の
対

応
等　

評　

価　

規　

準　

例

先従隗始

鶏口牛後

管鮑之交

臥薪嘗胆

中国英傑伝

単元の言語活動 3

〔
知
識
・
技
能
〕

⑴
イ

常
用
漢
字
の
読
み
に
慣
れ
、
主
な
常
用
漢
字
を
書
き
、
文
や
文
章
の
中
で
使
っ
て
い
る
。

○

⑴
ウ

我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
語
句
の
量
を
増
し
、
そ
れ
ら
の
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
文
章
の
中
で
使
う
こ
と
を

通
し
て
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
る
。

○

○

我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
語
句
の
量
を
増
し
、
そ
れ
ら
の
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か

に
し
て
い
る
。

○

⑵
イ

古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
作
品
や
文
章
の
歴
史
的
・
文
化
的
背
景
な
ど
を
理
解
し
て
い
る
。

○

○

○

⑵
ウ

古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
古
典
を
読
む
た
め
に
必
要
な
訓
読
の
き
ま
り
、
古
典
特
有
の
表
現
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。
○

○

○

○

⑵
エ

時
間
の
経
過
に
よ
る
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
古
典
の
言
葉
と
現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。
○

〔
思
考
・
判
断
・
表
現
〕

Ｂ
⑴
ア

「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
展
開
な
ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
。

○

○

○

○

○

○

Ｂ
⑴
イ

「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
作
品
や
文
章
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
捉
え
、
内
容
を
解
釈
し
て
い
る
。

○

○

○

○

○

Ｂ
⑴
エ

「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
作
品
や
文
章
の
成
立
し
た
背
景
や
他
の
作
品
な
ど
と
の
関
係
を
踏
ま
え
、
内
容
の
解
釈
を
深
め
て
い
る
。

○
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■
言
語
活
動
例
と
の
関
連
（【
　
】
は
関
連
す
る
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例
）

先
従
隗
始
：
登
場
人
物
の
弁
舌
の
巧
み
さ
に
つ
い
て
話
し
合
う
【〔
思
・
判
・
表
〕
Ｂ
⑵
イ
】

鶏
口
牛
後
：
登
場
人
物
の
説
得
の
巧
み
さ
に
つ
い
て
話
し
合
う
。【〔
思
・
判
・
表
〕
Ｂ
⑵
イ
】

管
鮑
之
交
：
登
場
人
物
の
心
情
や
人
物
の
描
か
れ
方
を
説
明
す
る
。【〔
思
・
判
・
表
〕
Ｂ
⑵
イ
】

臥
薪
嘗
胆
：
登
場
人
物
の
敗
因
に
つ
い
て
話
し
合
う
。【〔
思
・
判
・
表
〕
Ｂ
⑵
イ
】

単
元
の
言
語
活
動
3
「
登
場
人
物
の
魅
力
を
紹
介
す
る
」：
登
場
人
物
の
紹
介
文
を
書
く
。【〔
思
・
判
・
表
〕
Ｂ
⑵
イ
】

〔
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
〕

進
ん
で
史
伝
の
背
景
を
理
解
し
、
史
伝
に
描
か
れ
た
登
場
人
物
の
言
動
・
心
情
・
考
え
方
や
生
き
方
を
学
ぼ
う
と
し
、
学
習
課
題
に
沿
っ
て
、

登
場
人
物
の
弁
舌
の
巧
み
さ
に
つ
い
て
話
し
合
お
う
と
し
て
い
る
。

○

進
ん
で
史
伝
の
背
景
を
理
解
し
、
史
伝
に
描
か
れ
た
登
場
人
物
の
言
動
・
心
情
・
考
え
方
や
生
き
方
を
学
ぼ
う
と
し
、
学
習
課
題
に
沿
っ
て
、

登
場
人
物
の
説
得
の
巧
み
さ
に
つ
い
て
話
し
合
お
う
と
し
て
い
る
。

○

進
ん
で
史
伝
の
背
景
を
理
解
し
、
史
伝
に
描
か
れ
た
登
場
人
物
の
言
動
・
心
情
・
考
え
方
や
生
き
方
を
学
ぼ
う
と
し
、
学
習
課
題
に
沿
っ
て
、

登
場
人
物
の
心
情
や
人
物
の
描
か
れ
方
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

○

進
ん
で
史
伝
の
背
景
を
理
解
し
、
史
伝
に
描
か
れ
た
登
場
人
物
の
言
動
・
心
情
・
考
え
方
や
生
き
方
を
学
ぼ
う
と
し
、
学
習
課
題
に
沿
っ
て
、

登
場
人
物
の
敗
因
に
つ
い
て
話
し
合
お
う
と
し
て
い
る
。

○

進
ん
で
史
伝
の
背
景
を
理
解
し
、
史
伝
に
描
か
れ
た
登
場
人
物
の
言
動
・
心
情
・
考
え
方
や
生
き
方
を
学
ぼ
う
と
し
、
学
習
課
題
に
沿
っ
て
、

登
場
人
物
が
他
の
登
場
人
物
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
い
た
か
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

○

進
ん
で
史
伝
の
背
景
を
理
解
し
、
史
伝
に
描
か
れ
た
登
場
人
物
の
言
動
・
心
情
・
考
え
方
や
生
き
方
を
学
ぼ
う
と
し
、
今
ま
で
の
学
習
を
生
か

し
て
、
登
場
人
物
の
紹
介
文
を
書
こ
う
と
し
て
い
る
。

○


